
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

R7. 7. 1 

石川県では毎年７月１日に「氷室まんじゅう」を食べる風習があります。 

由来は江戸時代までさかのぼります。加賀藩は毎年７月１日に「氷室」という雪氷の

貯蔵庫から氷を取り出して、江戸の徳川将軍家に献上していました。この氷が無事に江

戸まで届くように、祈願の一環としてまんじゅうを供えていたのだとか。 

今でもこの日に無病息災を願って、甘いおまんじゅうを食べる習慣が残っています。 

園でもこの風習に親しめるよう、「氷室まんじゅう」を食べ、暑い夏を元気に過ごせ

るよう願いました。 

 

 


